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平
成
２４
年
度
 

決
算
を
認
定
 

し
ま
し
た
 

　

平
成
二
四
年
度
町
田
市
一
般
会

計
・
各
特
別
会
計
決
算
認
定
は
、

九
月
一
一
日
に
設
置
し
た
一
〇
人

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
不
認
定
す
べ
き
と
し
ま

し
た
が
、
一
〇
月
八
日
本
会
議
の

表
決
で
は
、
認
定
と
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
構
成

◎
渡
辺
厳
太
郎　

○
い
わ
せ
和
子

　

わ
た
べ
真
実　
　

池
川
友
一

　

齋
藤
祐
善　
　
　

あ
さ
み
美
子

　

吉
田
つ
と
む　
　

殿
村
健
一

　

川
畑
一
隆　
　
　

谷
沢
和
夫

　

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

平
成
二
四
年
度
決
算
認
定
の

審
査
に
つ
い
て　
　

　

認
定
第
一
号　

平
成
二
四
年
度

（
二
〇
一
二
年
度
）
町
田
市
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
は
、
八
月
三
〇
日

の
本
会
議
で
上
程
さ
れ
、
提
案
理

由
の
説
明
と
代
表
監
査
委
員
か
ら

の
決
算
審
査
意
見
書
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
九
月
一
一
日
に
は
本

会
議
で
質
疑
を
行
い
、
委
員
一
〇

人
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
こ
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
認

定
第
一
号
の
審
査
は
、
九
月
一
八

日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
行
い
、

五
日
間
の
委
員
会
で
審
査
し
た
時

間
は
延
べ
四
六
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
一
〇
月
三
日

の
委
員
会
に
お
け
る
採
決
で
は
、

賛
成
少
数
で
、
不
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
、
委
員
会
と
し
て
の

意
見
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
終
日
一
〇
月
八
日
の
本
会
議

で
は
、
委
員
長
の
報
告
は
不
認
定

で
し
た
が
、
採
決
の
結
果
は
、
賛

成
多
数
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２４
年
度
病
院
事

業
会
計
決
算
を
認
定

　

八
月
三
〇
日
に
上
程
さ
れ
た
平

成
二
四
年
度
町
田
市
病
院
事
業
会

計
決
算
認
定
は
、
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
一
〇
月

八
日
の
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
書
か
ら

市税 
６６，０８２，２００，１７９円 （４７．２%） 

都支出金 
１７，４５６，８５３，４１４円 （１２．５％） 

市債 ９，１６８，０００，０００円 （６．５％） 

繰入金 ６，１１１，２３０，７３２円 （４．４％） 

その他 １９，３１０，５６２，２２７円 （１３．７％） 

市民税、固定資産税、軽
自動車税、市たばこ税、
都市計画税など市民のみ
なさんに納めていただい
た税金です。 

特定の行政目的のために国から
交付されたお金です。 

市が、国や金融機関から
借り入れたお金です。 

基金からの取崩しや特
別会計からの繰入で収
入したお金です。 

特定の行政目的のため
に都から交付されたお
金です。 

平成24年度　歳入決算額の内訳（一般会計） 
歳入合計額　１４０，０７３，５７３，４９９円 

国庫支出金 
２１，９４４，７２６，９４７円 （１５．７％） 

歳入合計 
約１，４００億円 

民生費 
６１，０１５，７５６，１７７円 （４５．１％） 

教育費 
１６，７８７，６９６，２２８円 （１２．４％） 

衛生費 １１，９２７，１０４，６０６円 （８．８％） 

土木費 
１４，３１４，５１５，９００円 （１０．６％） 

その他 １，９３１，６２４，４２０円 （１．４％） 

消防費 ５，０３８，４５３，９５２円 （３．７％） 

公債費 ６，０９０，１９５，２８０円 （４．５％） 

障がい者、高齢者、児童
等の福祉や生活保護にか
かる経費です。 

庁舎管理、企画、財政、徴税、
戸籍、選挙、統計などにかかる
経費です。 

各種検診、公衆衛生、
ごみ処理などにかかる
経費です。 

道路、橋りょう、河川、公
園、区画整理などの基盤
整備にかかる経費です。 

小・中学校の学校教育や文化
スポーツなどの社会教育にか
かる経費です。 

平成24年度　歳出決算額の内訳（一般会計） 
歳出合計額　１３５，４４０，１５０，７９９円 

総務費 
１８，３３４，８０４，２３６円 （１３．５％） 

歳出合計 
約１，３５４億円 

商工費 
議会費 
農林費 
労働費 

８４５，７５２，４８５円 
６９８，０１４，４２５円 
３５３，４６１，２４１円 
３４，３９６，２６９円 

　

【
経
営
状
況
】

　

収
益
的
収
支
で
は
、
入
院
患
者

数
は
年
間
延
べ
一
二
九
、
七
三
〇

人
（
一
日
平
均
三
五
五
・
四
人
）

で
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
六
、
四

九
五
人
（
四
・
八
％
）
減
少
し
、

病
床
利
用
率
も
七
九
・
五
％
と
前

年
度
に
比
べ
四
・
七
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
ま
し
た
。
外
来
患
者
数
は
年

間
延
べ
三
二
六
、
六
二
四
人
（
一

日
平
均
一
、
三
三
三
・
二
人
）
で

あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
四
三
六
人

（
〇
・
一
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

入
院
収
益
は
、
患
者
一
人
一
日
当

り
単
価
が
五
三
、
〇
八
五
円
か
ら

五
四
、
九
六
二
円
に
上
昇
し
ま
し

た
が
、
入
院
患
者
数
の
減
少
に
よ

り
前
年
度
に
比
べ
一
億
一
一
六
万

円
（
一
・
四
％
）
の
減
収
と
な
り

ま
し
た
。
外
来
収
益
は
患
者
一
人

一
日
当
り
単
価
が
九
、
五
六
〇
円

か
ら
九
、
九
一
五
円
に
上
昇
し
、

前
年
度
に
比
べ
一
億
一
、
一
五
五

万
円
（
三
・
六
％
）
の
増
収
と
な

り
ま
し
た
。
入
院
・
外
来
を
合
わ

せ
た
料
金
収
益
は
前
年
度
よ
り
一
、

〇
三
九
万
円
（
〇
・
一
％
）
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
費
用

は
給
与
費
で
職
員
増
に
よ
り
一
億

三
、
三
五
七
万
円
（
二
・
一
％
）

の
増
、
減
価
償
却
費
で
五
一
三
万

円
（
〇
・
四
％
）
の
増
加
が
あ
り

ま
し
た
が
、
材
料
費
で
診
療
材
料

費
の
減
な
ど
で
五
、
八
〇
四
万
円

（
二
・
二
％
）
の
減
少
、
経
費
で

修
繕
費
な
ど
の
減
に
よ
り
三
、
〇

三
八
万
円
（
一
・
七
％
）
減
少
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
決
算
額
は

収
益
的
収
入
が
一
二
六
億
一
、
四

九
七
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
一
億

八
、
一
二
五
万
円
（
一
・
四
％
）

の
減
、
収
益
的
支
出
が
一
二
九
億

八
、
九
五
一
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
八
一
九
万
円
（
〇
・
一
％
）
の

減
と
な
り
、
差
引
き
三
億
七
、
四

五
四
万
円
の
当
年
度
純
損
失
を
計

上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
前

年
度
か
ら
の
繰
越
欠
損
金
を
加
え

た
当
年
度
末
の
未
処
理
欠
損
金
は
、

三
二
億
六
、
二
二
七
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
資
本
的
収
支
で
は
、
受

変
電
設
備
改
修
工
事
費
等
の
病
院

改
築
費
に
五
、
九
二
〇
万
円
、
企

業
債
償
還
金
に
九
億
二
、
二
〇
五

万
円
を
要
し
、
都
補
助
金
二
億
二
、

七
八
五
万
円
を
充
て
、
不
足
す
る

額
九
億
三
、
二
三
一
万
円
は
当
年

度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資

本
的
収
支
調
整
額
二
万
円
及
び
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
九
億

三
、
二
二
九
万
円
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他 

条
例
・
そ
の
他 

　

議
員　

自
動
交
付
機
の
利
用
状

況
は
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

他
、
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
っ
た

の
か
。
市
の
認
識
は
。

　

市
民
部
長　

一
二
年
度
は
住
民

票
が
一
、
七
七
〇
件
、
印
鑑
証
明

が
一
、
六
九
八
件
、
合
計
で
三
、

四
六
八
件
。
一
三
年
四
月
か
ら
七

月
ま
で
の
四
カ
月
間
で
は
、
住
民

票
、
印
鑑
証
明
、
合
わ
せ
て
一
、

��
��
��
��
��
��
��
��

町
田
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

謹
ん
で
台
風
被
害
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

台
風
二
六
号
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に

甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
大
島
町
の
惨
状
に
は
胸
が
痛
み
ま

す
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
に
対
し
、
深
く
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
は
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

成
二
九
年
末
ま
で
四
年
間
延
長
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
期
間
の
個
人

住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
限
度
額
を
九
万
七
、
五
〇
〇

円
か
ら
一
三
万
六
、
五
〇
〇
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
二
点
目

は
、
市
税
に
か
か
る
延
滞
金
の
割

合
を
現
行
の
一
四
・
六
％
の
割
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
年
に
お
け
る

特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
％
の

割
合
を
加
算
し
た
割
合
に
引
き
下

げ
、
現
行
の
四
・
三
％
の
割
合
に

あ
っ
て
は
当
該
特
例
基
準
割
合
に

年
一
％
の
割
合
を
加
算
し
た
割
合

に
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

還
付
加
算
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
例
基
準
割
合
の
算
定
方
法
の
変

更
に
伴
い
引
き
下
げ
と
な
る
も
の

で
す
。

予
　
　
算

予
　
　
算 

予
　
　
算 

　

議
員　

補
強
工
事
を
行
う
が
、

今
後
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

建
設
計
画
と
の
整
合
性
は
ど
の
様

に
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

大

規
模
改
修
は
あ
く
ま
で
施
設
の
安

全
性
の
確
保
と
安
定
し
た
舞
台
運

営
の
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
町
田
市
新
五
カ
年

計
画
で
示
し
た
一
五
年
度
の
基
本

構
想
策
定
を
目
標
に
今
年
度
か
ら

調
査
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
年
数
を
要
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
大
規
模
改

修
設
計
委
託
事
業

三
七
五
件
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
証
明
書
を
交
付
で
き
る

場
所
が
多
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
利
用
で
き
る

時
間
帯
も
幅
広
く
な
る
こ
と
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
最
も
大

き
な
利
点
で
す
が
、
市
民
課
や
市

民
セ
ン
タ
ー
等
の
窓
口
の
混
雑
緩

和
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
交
付
す
る

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
時
間
や

費
用
が
か
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
の

効
果
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
早
朝
や
深
夜
、
あ
る
い
は

町
田
市
以
外
の
地
域
で
の
利
用
が

多
数
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導

入
し
た
意
義
が
十
分
あ
っ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員　

条
例
改
正
の
目
的
及
び

内
容
は
何
か
。

　

税
務
担
当
部
長　

地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
一

時
的
な
税
負
担
の
増
加
に
よ
る
影

響
の
緩
和
と
平
準
化
の
観
点
か
ら
、

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
引
き
上
げ
と
、

適
用
期
間
延
長
の
処
置
が
講
じ
ら

れ
た
こ
と
、
ま
た
、
現
在
の
低
金

利
の
状
況
を
踏
ま
え
、
納
税
者
等

の
負
担
を
軽
減
す
る
観
点
等
か
ら
、

延
滞
金
、
還
付
加
算
金
の
利
率
の

引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

う
も
の
で
す
。
改
正
の
内
容
に
つ

き
ま
し
て
一
点
目
は
、
個
人
住
民

税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

適
用
期
限
を
平
成
二
六
年
か
ら
平

町
田
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例


